
大迦葉物語
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大迦葉物語は迦葉族出身のピッパラーヤナが妻ノfドラーを要りながら，淫欲を起こす

ことなく究行を実践し，終に出家して「多くの息子」という名のチェーティヤの根元に

いるカーシュャパ仏に近づ、き，法と戒律とを与えられ，清浄な悟りを得た， という内容

である。大迦葉は仏教教団で釈尊の法を継いだ高弟として有名な人物であるが，出家前

はどのような生活を送っていたのか，なぜ出家したのかを詳しく説いたものが，今回の

物語である。本物語には以下の類似のものが認められる。

類似の物語

パーリ・テクストに関しては [赤沼:369J と [Malalasekera:476-478Jに詳しく述

べられている。 [Malalasekera:476-478Jによれば，マガダ国の Mahatittha村のバラモン，

カピラ (Kapila) とその妻スマナーデーヴィー (Sumanadevi) との聞に生まれたピツ

パッリ (Pippali)が出家して大迦葉になったとされる。彼は当初結婚に全く気がなかっ

たが，両親の勧めにより彼が作った像に匹敵するサーガラ (Sagala)のバッダー・カー

ピラーニー (BhaddaKapilani) と結婚した。ただ二人とも世の無常を感じて出家した。

この内容は ThagA，pp. 129-135に則ったものである。なお，Mahakassapa長老とバッ

ダー・カーピラーニーは Ap，pp.33-35，578-584にも記されている。

『有部芯錫尼Jl: Ii根本説一切有部芯努尼毘奈耶Jl(大正23，908b-911c)。摩掲陀国の尼拘

律城の息子，畢鉢羅は劫比羅城のバラモン娘，妙賢を妻とし， ともども出家する。広厳

城の多子塔のもとで仏を見，弟子となる。

『因果経Jl: Ii過去現在因果経Jl(大正 3，653a-b)。迦葉とその妻はともに欲想なく，出

家する。迦葉は竹園にいる世尊の下に行き弟子となり，終に阿羅漢果を得る。

『釈迦氏譜Jl: Ii釈迦氏譜Jl(大正50，93b)。倫羅国にいるバラモン，迦葉は三十二相あ

り，諸々の書論に通じる。妻を要ったが， 二人とも世間の欲なく，出家。竹林にいる仏

より説法を受け，阿羅漢となる。天も人も彼を重んじたから i大」を名前に冠する。

『増ーJl: Ii増一阿合経Jl(大正2，647b-c)。羅閲域内の大金持ち，迦毘羅の息子に「比

波羅耶檀那」がいた。彼の妻は婆陀。彼は妻を捨てて出家，阿羅漢となり，常に頭陀行
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を修する。彼が頭陀第一の大迦葉である。

『大迦葉jJ: IF仏説大迦葉本経jJ(大正14，760a-b)。王舎城にいる大金持ちの尼拘類の息

子，畢撲学志は，家の財産と美しい妻を捨てて出家。多子神洞の叢樹のいる仏陀のもと

に赴き，教えを受ける。

『毘尼母経jJ: IF毘尼母経jJ(大正24，803c-804b)。王舎城の尼駒陀バラモンの息子，畢

波羅延は，あらゆる経書に通達していた。彼の妻の政陀ともども出家。多子塔のもとで

仏を見，弟子となり，終に阿羅漢果を得る。

『イム所行讃jJ: IF仏所行讃jJ(大正4，33c一34a)。迦葉とその賢婦は出家し，解脱道を求め

る。多子塔にて釈迦文に遭い，弟子となる。彼は大きな徳あったため I大迦葉」と呼

ばれる。

『イム本行経jJ: IF仏本行経jJ(大正4，81c)。薬樹生という名の大姓子，出家し，多子野沢

において仏の弟子となり，仏の深妙の法を聞いて，果証を得る。

『本行集経jJ: IF仏本行集経jJ(大正3，861c-869c)。摩伽陀国の王舎城に摩詞裟陀羅とい

う村がある。その村にとても富裕なバラモン，尼拘慮陀渇波がいた。彼の妻は一本の畢

鉢羅の木下で子供を産み落とした。その童子はこの木に因んで「畢鉢羅耶那」といっ

た。彼は党行に関心があったが，父母の勧めで 迦羅毘迦村の色迦毘羅ノfラモンの娘

「政陀羅迦卑梨耶」を要る。二人とも出家して，多子塔の下で仏の弟子となり，悟る。

過去世の物語。

概略

o.愛欲の対象に興味の無い者への賛嘆 (1)
1.パラモンの子ピッパラーヤナの誕生

マガダの町に富で、有名な，ニャグローダカルパという名のバラモンがいた。彼は犬家

の家柄の出自であった。彼の妻，スルーパーは，家の遊園で楽しんでいるとき，ピッパ

ラ樹の下で，太陽のような男の子を産んだ。その息子が生まれた途端，その木から名声

で輝く天上の衣服が現れた。その木に因んだ名前の息子， ピッパラーヤナは，学問や技

芸の知恵をつけ，美しさを具えて成長した。(2-5)

2.結婚に気の進まない息子と父の心配

息子は結婚に気が進まなかった。彼は感覚器官の対象を嫌悪し，分別力と清澄な心を

もっていた。父は家系の断絶を恐れて何度も結婚するよう懇請したが，息子は結婚とい

う束縛は好まない，愛欲を望んでいない，党行を望むと応えた。彼にとって結婚とは心

が迷った男の行う愚行だとする。(6-10)

3.息子の提案，即ち黄金の乙女の人形に相応しい乙女の捜索

強く結婚を勧める父と母に 巧みな職人らによって作られた黄金製の乙女の像を手に

取ると，こ の人形と等しいくらい美しい姿をした乙女が手に入るならば，結婚しよう
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と，提案する。そのような乙女は天上でも得がたいと考えて，バラモンは気落ちする

が，彼の友，バラモンのチャトゥラカは 努力さえすれば何とかなる事に悲しむべきで

はない，自分が黄金の輝きを持つ乙女を発見しようと約束する。彼は黄金の乙女の像を

手にもち，遠方へ出かけた。そして，神の印ある日傘や花輪・衣服・飾りを手にもち，

それらは乙女によって供養きれるべきものだと言いふらし，町や村の道端に，それらの

供養のためにやって来た乙女たちの中から相応しい女性を探す。 (11-19)

4.パドラーとの結婚

ヴァイシャーリーの町で，カピラバラモンの娘，バドラーという名前の，黄金の乙女

にも増して輝く乙女を発見。ただ彼女は結婚に興味がなく，厭世心や分別心があった。

乙女を乞われた家族は黄金の婚資と茶色の牛を求める。「カーシャパのゴートラに生ま

れたニャグローダカルパはその家系の良さで有名であるが，それだけでは不足である。

娘は財を婚資として要求してから与えられるものだ。というのも彼女が貧乏で溜め息を

ついていると，父の心を悲しみで焼いてしまう。争いに執着する妻，貧之な夫に安られ

た娘，災難に打ちのめされた息子，彼らは心にささった熱せられた針である。」これが

乙女の父の言い分であった。

チャトゥラカは承諾すると，少年の父の許へ帰り，黄金の色をした美しい乙女が見つ

かったと報告する。父は喜びで一杯になった。その娘が党行を求めていると聞くと，

ピッパラーヤナは， 自らも乞食者の服装をして彼女の家に向かい，賓客の厚遇を受け，

彼女に自身も党行を求めているので，同じ女性を探し求めていたと言う。彼自身も結婚

に気がないので，幸運にも肉体の交わりは二人にはないと，彼女を説得する。

彼女も，この結婚は寂静と肉体の抑制とがあるから適切であると彼の申し出を受け

る。二人の結婚の祝いは，大変豪華絢嫡さをもって施行されたが，二人は党行を捨てな

かったので，肉体の交わりは二人にとって全く興味をひかなかった。 (20-36)

5.荒行を実践する夫婦と黒蛇

二人は肉体の抑制を習慣としていたので，順番に一人が眠っていると，もう一人は

立って夜通し目覚めて，互いの肌に触れないようにした。ある時，パドラーが眠ってい

るとき，ピッパラーヤナは，寝台の辺りに黒い蛇を見た。両脇にだらりと垂れた彼女の

蔓のような腕を，彼は衣服で持ち上げ，払子の端をもって蛇から防いだ。

突然腕が動いてび、っくりした彼女は，夫が性の衝動に駆られたのだと勘違いをして，

彼を責める。夫は黒蛇から彼女の腕を守ったのだと説明する。これを聞くと，彼女は疑

いを捨てて，真実を守るのを習慣とする夫の心が愛欲で汚されていないことを賞賛す

る。 (37-48)

6.油絞りの出来事による，パドラーの厭世心

ニャグローダカルパが妻を伴って三日間出かけた時，ピッパラーヤナは，多くの家の

雑務という重荷を背負う。ある時，胡麻油を求めて雄牛たちが胡麻を搾るさい，バド
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ラーは女奴隷たちを使用していた。彼女たちは胡麻を搾っていたが 壷のなかに多くの

虫たちが落ちては沈んでいくのを見て，可愛そうに思って互いに殺生の罪が彼女等にあ

るのか，それともそれを命じたバドラーにあるのか言い合う。これを寝室で聞いたバド

ラーは厭世心を抱く 。(49-53)

7.夫の出家

夫もまた家庭の雑事に疲れる。世俗の幸福は価値のないものであり，それを味わって

いると，葦の葉のように苦痛を与える。年老いた牛が泥の中に沈むように，罪という泥

のある家に，家の住人は沈む。このように考え，夫も出家を決意する。資材とともに家

を他人に与えると，あらゆる希望や足かせ・束縛からのがれて出家する。 (54-58)

8.戒名マ八一力一シュャパ，力一シュャパ仏のもとで悟りを得る

彼はカーシュャパの種族の出で、あったので，マハーカーシュャパ(大迦葉)という戒

名になり，「多くの息子」という名のチェーティヤの根元にいるカーシュャパ仏に近づ

き，法と戒律とを与えられ，清浄な悟りを得る。 (59-60)

9.妻も戒を受け，善根を得る

バドラーもまた戒を受け，功徳が熟して善根を得る。(61)

10.マ八一力一シュャパの前世

如来はマハーカーシュャパの前世を説く 。飢僅のときカーシの町で，僅かな財産しか

ない男が，自らの食物をもってタガラシキン仏を供養。クリキ王は立派な輝く宝石が積

み上げられたチャイトャを建立，彼の息子は宝石や黄金で美しい日傘を立てかける。こ

れらの二つの生の聞に積んだ功徳が大きく顕現して偉大な称号のカーシュャパに生ま

れ，出家して善根の果報である光輝ある阿羅漢の状態となった。 (62-65)

今回も伊藤正見氏と一緒に翻訳をした。

和訳

愛欲の対象に興味の無い者への賛嘆

インドラ・ヴァーユ・ヴァルナ等の神々や，優れた仙人たちが その為に興奮してしま

う (vikriyaJ.11)，その愛の神の悦楽が (smarasu凶aJ.11)，その人にとっては，つまらない

ものである(tp).ayate)， 

そのような彼が，誰にとって驚惇の出来事(vismayaspadam)でないことがあろうか。

(1) (1) 

バラモンの子ピッパラーヤナの誕生

マガダの町の (Magadhagrame)小高い場所に，富で有名なバラモンがいた。(彼は)ニヤ

グローダカルパ(Nyagrodhakalpa) という名で(2)，犬家の家柄の出自で (mahasalakula・

udbhaval;t)あった。 (2)(3) 
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彼の妻はスルーパー (Su而pa) という名で，家の遊園で楽しんでいるとき，ピッパラ樹

の (Pippalasya)下で，太陽のような (arkabharp.)男の子を産んだ。 (3)

輝く黄金のような (-jambunada-)光ある，その息子が生まれた途端，その木から名声

で輝く天上の衣服が現れた。 (4)

ピッパラーヤナ (Pippalayano) という名の (4) 蓮華のような目をした彼の息子は，学問

や技芸の (vidyakala-)(5)知恵をつけ (-kalitadhir)，美しさを(釘iya)具えて成長した。

(5) 

結婚に気の進まない息子と父の心配

彼は父によって懇請されていたが，いつも結婚に (vivaha-)気が進まなかった。感覚器

官の対象を嫌悪し，分別力と (viveka-)清澄な心をもっていた。(6)(6) 

家系の断絶への恐れから (varp.saccheda-bhayat)，父によって何度も(結婚するよう)懇

請されると (7)，彼は彼の(父)に言った。「結婚という束縛は (pal).igraha-bandhanam)

私には好ましくありません。(7)

お父さん，私は愛欲を望んでいません (kamakamo)。私の意向は党行に (br油macarye)

あります (8)。寂静や自立性を (sama-svacchandyam)捨ててしま えば，誰にとって生存

の束縛が (bhavabandhanam)好ましいものでありましょ う。 (8)

火供の煙によっては，涙が絶えずこぼれることが最初の現れです (pravrttiり)。真実の結

び目は (satyagranthir)災難のときにも等しく手を握ることによって(生じます)。

輪廻の命令や規則が(-司筒camaya-)発動するときに，花輪の糸を結ぶ(結婚)がある

のです。迷妄が添加することによって (moharohana-)心が傷つけられた人にと っての

み，結婚は慶びの原因です。(9)(9) 

踊りで(まき起きる)風でそよぐつる草のような若い乙女の娼態に合わせた，琵琶やフ

ルートの音色を，結婚式のさいに，興奮した男たちは (protsahitair)聞こうともしない

し，

花嫁がたわごとを話すことによって去勢された(男たちも)それらの(音色を)必要と

しない。「あー，息子よ，何とい うことだ」という，父の涙につまり，むせて，やっと

のことで話す言葉だけが聞こえます。J (10) (10) 

息子の提案，即ち黄金の乙女の人形に相応しい乙女の捜索

強く (結婚を)勧める父と母に，彼はこのように言い，

巧みな職人らによって作られた黄金製の乙女(の像)を (hemakanyam)手に取ると，

(11)(11) 

(その像は)輝きを注がれた好奇心が (kautukasya)具現化した(黄色の)バナナの実の

(kandal1m)のようであったが，家系が断絶するのではないかと (kulaviccheda-)心配し

て苦しむ彼の(父に)， (彼は)決然として再び、言った。(12) 

「この(黄金の乙女の人形)に等しく美しい姿をした乙女が手に入るならば，父よ，そ
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うすれば私は貴方の言葉に従って (t、叫gira)，結婚式を (darasaqlgr油am)行いましょ

う。}凶(13)

このような息子の言葉を聞くと，その(像)に等しい乙女は天上でも得がたいと考え

て，バラモンは望みがなくなり， うつむいてしまった。(13)(14)

チャトゥラカ (Ca知raka-) という名前の友人のバラモンは(14)，その事の顛末を聞くと，

喜びが無くなり，無活動となってしまい (15)，悲しみで打ちのめされた彼に言った。(15) 

「努力さえすれば何とか成就きれ得る対象に対して (prayatnamatrasadhye'rthe)貴方は

悲しむべきではありません。他ならぬこの私が，黄金の輝きを持つ乙女を発見しに行き

ましょう。J (16) 

このようないとしい友を力づけると(訂tvadhairyam) ，賢明なバラモンは黄金の乙女

(の像)を手にもち，遠方へ出かけた。(16)(17)

神の印ある (devatalanchana-)日傘や花輪・衣服・飾りを手にもっと， (その黄金の像

の)乙女によって供養されるべきものだと言いふらしながら (17)，あらゆる方向を歩き

回った。(18) 

町や村の道端に，その(像の)供養のためにやって来た乙女たちを見ても，彼はいつも

その(黄金の像に)匹敵する(乙女を)得ることはなかった。 (19)

パドラーとの結婚

しばらくして，ある時，ヴアイシャーリーの町の (Vai錨lyarp.)カピラという (Kapilasya)

バラモンの娘で，パドラー (Bhadra)(18)という名前の，黄金の乙女(の像)にも増して

輝く(乙女を)見た。 (20)

(ただ)その麗しい婦人は結婚に興味がなく ( vivahavimukhirp.) ，厭世の気持や分別心が

あった (vairagyavivekinam)(19) 0 (乙女を欲しいと)言われた家族は (kathitanvayal;t)， 

黄金の婚資 (hema釦lkarp.)(20)と茶色の牛を (21)求めた。 (21)

乙女の父は彼に言った。「この世でカーシャパの (K誕yape)種族(ゴートラ)に生まれ

たニヤグローダカルパの (Nyagrodhakalpasya) 良き家系は (satkulaql)，その家系の良

さで有名です。 (22)

しかしながら，娘は努力して財を(婚資として)要求してから(嫁として)与えられる

ものです。というのも彼女が貧乏で、溜め息をついていると，父の心を(悲しみで)焼い

てしまうからです。 (23)

争いに執着する妻，貧乏な(夫)に安られた娘，災難に打ちのめされた息子， (彼らは)

心に(ささった)熱せられた針です。(24)

大海はヴイシュヌ神に (Puru~ottamãya) シュリー女神を(針iyarp.)与え，さらにパリの
(Bali-)請いによって彼(のヴイシュヌ神)がより小さい小人に (Vamanataram) なっ

たのを知ると，

今でもまだ水中の火の (-vaqananala-)姿をした悲しみが(その身に)付着して，溜め
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息ばかりっきながら，激しい苦しみを捨て去ることはないです。 (25)(22) 

ですから，財産を求めて，その(財産で)権勢が盛り上がっている人を (tad-

vibhavonnatim)知ると，その良家の男に，実に財に依存した，良き徳性をもっ娘達を私

どもは与えましょう。J (26) (23) 

以上のような娘の父や，彼の娘たちの言葉を聞くと I分かりました。」と言って，バラ

モンは少年の父の許ヘ行った。 (27)

「黄金の色をした美しい乙女が見っかりました。」という彼の言葉を聞くや否や，ニャグ

ローダカルパは喜びで一杯になった。 (28)

その娘が党行を (br油macarya-)求めているのを聞くと， ピッパラーヤナは， 自らも乞

食者の (arthi-)服装をして，ゆっくりと彼女の家に向かった。(24)(29) 

賓客の厚遇を(-atithisatkaraり)受けると (25)，賢明な(1qti)彼はそこにいる彼女を見て，

(彼女が)党行を求めているのを知ると，望みが満たされて(同町amanorathat.)言った。

(30) 

「淑女よ (kaly匂i)，私は党行を求めているバラモン，ピッパラーヤナと申します。その

(発行の)ために，このバラモン(の私)は，汝を苦労して探し求めました。 (31)

私は父にとてもせっつかれましたが，結婚には (vivaha-) その気がありません。パド

ラーよ (bhadre)，汝もまた同じ気持ちです。幸運にも肉体の交わりは(samagamat.)同

じように(二人にはありません。)J (26) (32) 

以上の彼の言葉を聞くと，彼女は喜んで

制とがありますカか〉ら(仏sa抑ma出s抑 yama説刻t)，私達二人に何ら矛盾したものではありません。」

(33) 

すると，正しく沸き起こった喜びと活力とに(司prah訂~otsãha-) 満たされて，彼は自身

の家に帰ると，父の申し出に (vakyam)同意した。 (34)

カピラも (Kapilo) また，無限の富の隆盛を(-dhanodayam)求めながら，立派な宝石

で飾られた娘を彼に与えた。 (35)

二人の結婚の祝いは (paricayotsave)大変な豪華絢澗さをもって施行されたが，二人は

発行を捨てなかったので(27)，肉体の交わりは (samagamat.) (二人にとって)全く興味

をひかなかった。(36)

荒行を実践する夫婦と黒蛇

美形と若さが横溢してはいるが，二人は肉体の抑制を習慣としていたので (saI11yama-

silayol:t) ，カーマ神の (Manobhuvat.)命令に従うことはなく， (この神の)権勢はすた

れてしまった。(37)

順番に一人が眠っていると (ekanidrayaql)，もう一人は立って夜通し目覚めていた

りaga均，ekat. sam凶 hitat.)。このように(互いの)肌に触れないために，二人は(順番に)

横になったり，立ったりを(臼yanasthitim)繰り返した。 (28)(38) 
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きて，ある時，パドラーが眠りで (nidra-) 目を閉じていると，ピッパラーヤナは，寝

台の辺りに黒い蛇を (kalavyalarp.)見た (29)0 (39) 

そして，そ(の蛇)への恐れから，両脇にだらりと垂れた彼女の蔓のような腕を，彼は

思いやりの心から，衣服で持ち上げ (utk~ipya)，払子の端をもって(蛇から彼女の腕を)

防御した。 (30)(40) 

突然腕が動いて恐れた彼女は，鹿のような目をし，胸を震わせ，胸飾りを動かせて，夫

に言った。(41)

「貴方様 (aryaputra)，このような心の衝動が (ci伽・viplava}:t)生じたなんて，一体，貴

方は真実を語る (satyavadinat)誓いを (samaya}:t)忘れてしまったのですか。 (42)

貴方が心変わりをしたなんて(vikarasya) ， どんな一連の恥さらしなことが(lajjavaha)

(貴方に)起こったのですか。王らは (bhudhara)満足の限度を(dhrtimaryadarp.)捨て

ますが，聖者は(捨て)ません。J (43) 

このような彼女の言葉を聞くと，彼は微笑んで、彼女に言った。「パドラーよ，夢の中で

さえ，私の心には衝動は(viplava}:t)ありません。(44)

しかしここに恐ろしい黒蛇が動いています。寝台からだらりと垂れた汝の腕を，私は

(唆まれはしないかと)恐れて守りました。J(31) (45) 

このような夫の言葉を聞くと，彼女は疑いを捨てて言った。「真実を守るのを習慣とす

る (satyasilasya)貴方の考えが，愛欲で汚されていないことは，何と幸いなことでしょ

う (di写tya)Jo (46) 

この蛇はみじめな聖者です(32)。愛欲は蛇より (33)大きな恐怖です。蛇は一つの身体を殺

しますが，愛欲は百もの身体を殺します。 (34)(47) 

ですからこの心の衝動は(vikara}:t)抑え込まなければなりません。」このように言うと，

彼女は(話を)止めた。ピッパラーヤナは彼女の肉体の抑制を(sarp.yamarp.)大変賞賛

した。 (48)

油絞りの出来事による，パドラーの厭世心

しばらくして，ニャグローダカルパが妻を伴って三日間出かけた時，彼(のピッパラー

ヤナ)は，多くの家庭の資材について (-grhぉarp.bhara-)心を砕くという重荷を (cinta-

bharam) (35)背負った。 (49)

ある時，胡麻油を求めて (tailapanaya)，雄牛たちが胡麻を搾っていると (tilapiqane)， 

彼によって(胡麻絞りを)任されたパドラーは女奴隷たち (paricarikat) を使っていた。

(50) 

彼女たちは胡麻を搾っていたが，壷のなかに多くの虫たちが落ちては沈んでいくのを見

て，可愛そうに思って互いに言い合った。 (51)

「あー，多くの生き物を殺すことから，私達には罪があります。あるいは(彼女の)命

令で (gira)行った，このすべての罪はバドラ一様に帰するでしょう。J (52) 
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この(言葉)を聞くと，寝室に (antargrha-)いたパドラーは厭世心を(vairagyam)抱

くようになった。 (36)まさにその瞬間夫は(寝室に)入って彼女にこっそりと言った。

(53) 

夫の出家

「ノてドラーよ，私は家庭の大荷物に (-m油abhara-)疲れてしまった。雄牛が耕作の苦し

みで疲弊してしまうと， (その)生気を奪うというような決まりには私はず、っと耐えら

れない。 (37)(54) 

これらの豊富な幸福は(sukhasarp.padat.)苦しみで終わるような，価値のないものであ

る。(幸福は)味わっていると，葦の葉のように (nacJasakha)苦痛を与える。 (55)

煩悩という苔の生えた (lesa旬il司五le~u)，罪という泥のある家に，家の住人は(vesminat.) 

沈んでいる。まるで年老いた牛が泥の中に(沈む)ように。 (56)

だから私達二人がこの家庭の雑事を (grhasamarambhas)捨てるのは適切なことだ。」こ

のように言い，妻に同意されると， (彼は)寂静に向けて(鈎ntyai)心を決めた。 (57)

彼は(人的・物的)資材とともに (saparicchadam)家を，財を求める人たちに与える

と，あらゆる希望や足かせ・束縛 (-asapasabandhanat.)からのがれて，出家した

(niscakrama) 0 (児)(58) 

戒名マ八一力一シュャパ，力一シュャパ仏のもとで悟りを得る

さて，彼はカーシュャパの種族の出であったので (K説yapagotratvan)(39)，マハーカー

シュャパという戒名に (Mahakasyapatarp.)なり (40)，その時の等正覚 (tatkala-

samyaksarp.buddharp.) ，カーシユヤパに (Kasyaparp.)(41)近づいた。 (59)

「多くの息子J (Bahuputra) と呼ばれるチャイトャの (caityasya)(42)根元にいる彼の(仏)

に近づき，彼によって法と戒律とを与えられると (taddatta-dharmavinayat.)(43)，清浄な

悟りを (suddhambodhim)得た。 (44)(60) 

妻も戒を受け，善根を得る

バドラーもまた，戒を受け(labdhavinaya)，世俗への嫌悪心に満ちた修行の道によって

( vairagyavi科avartmana)，まず功徳が熟すことにより (pUQ.yapari早amena)，輝く善根を

(kusalam)得た。 (61)

マ八一力一シュャパの前世

マハーカーシュャパが神々によってさえ敬礼される程になったのを見た比丘たちによっ

て，彼の功徳について尋ねられた如来は (tathagatat.)，彼らに言った。 {62)

「あらゆる食用の穀物が(熟すのを)やめてしまって，托鉢が (pi判apatre)終わってし

まった，より困難な時に，

カーシの町で (Kasipuryarp.)，僅かな財産しかない男によって，自らの食物をもって，

タガラシキン仏は (TagaraSikhi)供養された。 (63)(45) 

クリキ王によって(Krkinarapatina)，立派な輝く宝石が積み上げられたチャイトャが
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(caitye)建立されたとき，彼の息子は，

功徳ある習慣的行為をしていたが (pU1).yasïl~)，大きな善行に向けて (m油atkusalaya)， 

宝石や黄金で美しい日傘を(atapatrrup)立てかけた。 (46)(64) 

(この)二つの生の闘に積んだ功徳が大きく顕現することによって，他ならぬこの人は

偉大な称号のカーシュャパたることを (Kasyapatam)得た。

黄金のターラ樹の如く (kanakatala)気高くそびえ立ち (labdhonnatiQ_)，善根の果報であ

る (kusalamulaphalrup)，光輝ある阿羅漢の状態と(訂hatpadrup) なったのである。」

(65) (47) 

略語表

赤沼:赤沼智善『印度仏教固有名詞辞典』

Ap: The Apadana， edited by Mary E. Lilley， Oxford: PTS， 2000. 

Malalasekera: G. P. Malalasekera， Dictionary ofPali Proper Names， London: PTS， 1974. 

ThagA: Paramattha-dipani. Theragatha-AHhakatha of Dhammapalacarya， edited by F. L. Woodward， 

vol. 3， London: PTS， (1959) 1984. 

注

( 1 ) 韻律は Rathoddhata。

( 2 ) Ii有部芯鋸尼JI (908b)は，摩掲陀国に，尼拘律という名の大城があり，そこに尼拘律と

いう名の大婆羅門が住んでいたと記す。「大迦葉JI (760a)は，王舎城に尼拘類という名の党

子がいたと記す。『増ーJI (647b)は，羅閲域内に迦毘羅という大金持ちが住んでいたと記

す。『釈迦氏譜JI (93b) は，倫羅国に住むバラモン，迦葉と記す。『仏本行経JI (81c) は，

「薬樹生」という名前の大姓子と記す。『本行集経JI (861c)では，摩詞裟陀羅の村に「尼拘

慮陀褐掲波」という富裕なバラモンが住んでいたとある。『毘尼母経JI (803c)は，王舎城に

いる尼駒陀バラモンと記す。

( 3 ) ここより第8偏までの韻律は Sloka。

( 4 ) Ii有部芯鋸尼JI (908b-909a)によると，息子がいなかった父は，畢鉢羅樹に息子を授け

るよう願い，もし願いを聞き届ければ供養し，反対に届けなければ伐採すると脅す。恐れた

天神は毘沙門のところに行き，さらに毘沙門は帝釈天に行って，天神の窮状を伝える。その

時天子の一人が五衰相を現じていて，今にも人間界に生まれようとしていた。このとき生ま

れた息子は，この樹から因んだ名 r畢鉢羅」である。また，氏族の名前から「迦摂波」と

も言う。『因果経JI (653a)は，倫羅阪叉国にいる「迦葉バラモン」とする。『大迦葉JI (760a) 

は r畢楼学志」とする。『増ーJI (647b) は「比波羅耶檀那J と記す。『本行集経JI (861c) 

は，畢鉢羅樹の下で童子を産み，その樹の上に妙なる天衣が現れたのを見た両親は彼の童子

の福徳のせいに違いないと考えて r畢鉢羅耶那」と命名したとあり，サンスクリットのテ

クストとほぼ同じ内容である。「毘尼母経JI (803c)は r畢波羅延」と記す。

( 5) Ii有部芯錦尼JI (909a)は r習学技芸及諸典籍」とあり 4醇陀を学んだとする。その

割注に磨陀は明智と訳すとあり，原文の vidyaは「ヴェーダ聖典」の可能性もある。『因果

経JI (653a)によると，彼は三十二相を具え，智慧あり， 4ヴェーダ(毘陀経)や一切の書
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論を請し，すべてに通達していた。「釈迦氏譜.n(93b) も，三十二相を具え，書論に通じて

いたと記す。「本行集経.n(862a)では，童子は 8歳になると，バラモンの戒を受け，様々な

技芸，祭杷法式， 4章陀などを学ぶとある。『毘尼母経.n(803c)は単に経書に熟達し，大人

の相ありとする。

( 6 ) ['有部芯拐尼.n(909b)では 迦摂波にとって世間の欲楽は彼の願う所ではなく(世間欲

楽，非我所願)，隠遁を願えば，その精神は上昇して究寛の所に赴くと古の仙論にあると

(古仙論日。楽隠遁者其神清昇，至究寛処。)彼は父に言う。『釈迦譜.n(93b) は，彼も妻

ともども世欲になく，家を捨てて入山したと記す。

( 7 ) ['有部芯努尼.n(909b)では，父は息子に，家業を継ぎ，祖霊を敬い，跡継ぎを断たない

ようにするのが勤めだ(夫為人子，須紹家業。敬事祖禰，無令絶嗣。)と諭す。『本行集経』

(862b)にも，父が，跡継ぎがいなければ人は天上に生まれ変われないと子供に諭す。

( 8) ['本行集経.n(862b) にも同様な表現(波波摩摩。我心不楽，妻妻畜婦。我意願楽，欲修

発行。)がある。

( 9 ) 韻律は Mandakranta。

(10) 韻律は Sardulavikri<Jitam。

(11 ) ここから第24偶までの韻律は Slokao

(12) ['有部芯舞尼.n(909b) も同様の表現「若得如此女人，我当随教，共為婚匹。」を記す。

「本行集経.n(862b)でも，息子は黄金でできた婦女の形に似た女性を求めて欲しいという注

文を両親に出す。

(13) ['有部芯調尼.n(909b)では，父はそのような女性は得がたいと悲嘆して，頬杖をっき，

溜め息をついた， とある。

(14) ['有部芯鋸尼.n(909b) は「諸学徒」とする。『本行集経.n(862b) は彼の家にいて「門

師」の役割をしているバラモンとする。

(15) 原文の読みは vigatanandanispandarp.であるが，今ひとつ意味がはっきりしない。ここで

はvigatanandarp.ni宇pandarp.と読んだ。

(16) ['有部芯錦尼.n(909b)では，諸学徒は，都合4個の黄金の乙女の像を作って，四方に，

その像に匹敵するような乙女を見つけに行ったとある。

(17) ['有部芯拐尼.n(909b-c)では，学徒は黄金の像を持って，それを「金神」と言い，鼓を

鳴らし，螺を吹き，盛んに供養し，さらに女性たちにこの天神を供養すれば，この神は 5種

の大願を叶えると説く。即ち，富貴の家に生まれ，貴族に嫁し，夫に軽んじられることな

く，徳ある子を産み，夫は常に女性の意に従う。『本行集経.n(863a)は， この神明を供養す

れば，女性が心に願うことが叶う(汝等女輩，各当供養，此之神明。若有女能供養於此神明

之者，其女所可，有心求願，即得成就。)と記す。

(18) ['増ー.n(647b) は 妻の名を 「婆陀」と記す。『有部芯拐尼.n(909b-c)は，劫比羅城に

住む，劫比羅という名前のバラモンの娘「妙賢」と記す。『本行集経.n(863a)では，毘耶離

城から程近い所に，迦羅毘迦という名の大きな村があり，そこに富裕な色迦毘羅という名の

バラモンが住んでいた。彼の娘に「政陀羅迦卑梨耶」という名の端整な女性がいたとある。

『毘尼母経.n(803c) は「政陀」という。

(19) ['本行集経.n(863b) も，娘は父に党行を修するのに専念している(我心中欲修行発行。)

と記す。

(20) ['本行集経.n(863c)では，娘の親が客人のバラモンに r娘が嫁ぐ時には多くの銭財を

求めますが，誰が要ることが出来るか。」と尋ね，客人のバラモンがどの程度かと聞くと，

この人形ほどの黄金と答えている。
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(21) テクストの読みは kapilamであるが， 今ひとつ文法的にはっきりとしない。ここでは

kapilaJ:Tlと読んだ。

(22) 韻律は Vasantatilaka。

(23) ここから第62偶までの韻律は Sloka。

(24) IF本行集経.n(864c)では，両親に「自分で行け」と命じられた息子は，乞食をしながら

迦卑羅迦村に行ったとある。

(25) IF本行集経.n(864c)では，迦卑羅迦村の習慣では，乞食者が来れば，女性は自身の手で

食物を運び，外で彼に布施するとある。

(26) IF有部革、損尼.n(910a)では，新郎は，結婚式の日に新婦の手をとる以外，その日以降

は，絶対に身体に触れないという誓いをたてたとある。『本行集経.n(865a) も，息子の言葉

として「我実不用，行於五欲。我今内心，願行党行。」と記す。

(27) 原文の読みは -br油macaryoru-だが，意味がとりにくい。おそらく韻律の関係

で， -brahmacaryayorの読みがこのようになったのではなかろうか。『有部芝、調尼.n(910b) 

は[""共厭世事，専求出道。曾無一念，起染欲心。」と記す。

(28) IF本行集経.n(865a-b) に[""若畢鉢羅耶，著於睡眠，其政陀羅女，即起経行。若殿陀羅

女，著於睡眠，其畢鉢羅耶，即復経行。知是更互，周歴年載，終不同寝。」と同様な表現が

ある。

(29) IF有部芯詔尼.n(910b)は，天帝釈が迦摂波の解脱を求める心を試すために，自ら蛇を化

作したと記す。

(30) IF本行集経.n(865b)は「即衣裏手，掌政陀羅管安床上。」と記す。『有部芯錫尼.n(910b) 

は 「将宝扇柄，挙手置床」と記す。

(31) IF本行集経.n(865b) は「恐畏彼蛇吐毒瞥汝。我於彼時，以衣裏手，撃持汝皆，安置床

上。」と記す。

(32) この意味は今ひとつはっきりとしない。

(33) 原文の読みは ragoragatであるが，おそらく ragauragatが再度サンディしたのであろう。

(34) IF有部芯舞尼.n(910b) は[""寧使我身遭毒蛇慎勿腐誓来相触蛇毒但一身死染毒論

没無辺際」と記す。

(35) ここでは saJ:Tlbhara，bharaという音の連続が認められる。

(36) IF本行集経.n(865c) も烏麻油を搾って，瓶の中に入れておくと，その中に多くの虫が

入って死んで、いくのを見て その過失が自らに属すものだという使女らの言葉を聞き，彼女

たちに油を絞ることをやめさせたとある。 ThagAp. 132では，バッダー・カピラーニーが，

胡麻の虫が (tilapal).ake)烏によってついばまれているのを見，その罪が (akusalam) 自らに

帰せられると聞いて出家を決意した， とある。

(37) IF本行集経.n(865c)では，彼が団地の検校に出かけると，牛が使われて一時も休ませて

もらえないのを見て 憂い悲しんだとある。『有部芯舞尼.n(910c) には r観此耕型処損

地害諸虫牛力復勤労懸念如親属農夫苦樵悼風日損形容作務倦耕転見此心酸楚」

と述べ，迦摂波は耕夫や牛畜を解放したとある。

(38) ThagA p. 132では，畑の一画で (khe杭a-kotiyam)，鋤で掘り起こされた土から， ミミズ

などの虫たちが烏などの鳥によってついばまれているのを見て，出家を決意したとある。ま

た IF因果経.n(653a)では，過去世に善根を種えたために，家に在って五欲の楽を楽しま

ず，日夜思惟して，世間を厭離し，精勤して出家の法を求めたとある。

(39) IF本行集経.n(866a) も，大迦葉という種姓の出自であるから迦葉と名づけられたとす

る。『有部芯拐尼.n(909a) も，氏族の名から迦摂波というと記す。さらに同経 (911a)では，

148 (189) 



大迦葉物語(引 田)

出家した彼を人々は「隠土」と呼んだとある。『仏所行讃.n(33c) も，迦葉族の明灯という

表現を記す。

(40) fi"因果経.n(653b)では 迦葉は大威徳あり 智慧聡明であるから 「大迦葉」という名

がついたとある。『増ー.n(647c)では，大迦葉は仏陀の弟子中，頭陀第ーとある。『釈迦氏

譜.n(93b)では，天人の重んじる所であるが故に r大」の字を冠するとある。『仏所行讃』

(34a) は，大徳普く流れ聞こえるから「大迦葉」と名づけると記す。

(41) その時の仏はfi"因果経.n(653a)では「薩婆悉達J，r釈迦牟尼仏」とありfi"本行集経』

(866b)や『大迦葉.n(760a)では単に「世尊」とのみありfi"増一.n(93b)では竹園にいる

仏とある。

(42) fi"本行集経.n(866a) は「多子」と呼ばれる神が住む，神祇処，あるいは「多子樹」

(866b) と記す。『大迦葉.n(760a) は「多子神桐」と記す。そこには叢樹があるとされてい

るので，神桐とは多くの樹木がある場所であることが分かる。『仏本行経.n(81c)は r多子

野沢」という場所で仏の弟子となり，深妙の法を聞いて，果証を得たと記す。「有部芯努尼』

(91la) は「多子制底」の辺りと記す。『仏所行讃.n(33c) も r多子塔」で釈迦文と出会い，

弟子となったと記す。『毘尼母経.n(804a)では 仏の神力によって 畢波羅延が多子塔に向

かいたいという気持ちを起こさせた(自然生心，欲向多子塔， )とある。

(43) fi"大迦葉.n(760a) は，世尊は大法輸を転じたとする。『毘尼母経.n(804a)では，仏が童

子のために種々の因縁をもって巧みに諸法を説くと 童子は須陀湿果を得る。その後童子は

仏の説いた法を七日七夜繋念して，八日目の朝に阿羅漢果を得た， とある。

(44) fi"因果経.n(653b)は，阿羅漢果を得たとする。

(45) この備と次の第64備の韻律はP同itagra。この前世謹は「本行集経.n(868a-b) にも認め

られる。そこでは，僻支仏の多伽羅戸棄が，波羅捺城にて托鉢していた時の話。穀物が実ら

ず大勢の人が死に(穀貴飢倹，白骨満地，人民多死。)，托鉢が困難な時(乞食難得。)， 一人

の貧しい人が酔支仏を招きいれ食事の布施をし 来世にて説法を聞いて直ちに悟りを開く

(願得聞持，速疾解悟。)か，悪道に堕ちないような願をたてたとある。

(46) fi"本行集経.n(866c)にも同様の記述がある。迦葉仏のとき，迦戸国王の詑利戸子はこの

仏を供養した。仏が般浬繋に入ると，仏舎利のために七宝の塔を建立した。彼の王子，者婆

陵伽はその塔の上に七宝の蓋を造り その塔の上を覆った。

(47) 韻律は Vasantatilaka。

(188) 149 




